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再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買
取
制
度
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
１
年
半
が
経
過
し
た
。

こ
の
間
、
太
陽
光
を
中
心
に
導
入
量
は

・
４
％
増
加
し
た
。
多
様
な
企
業
が
新
規
参
入
し
、

地
域
レ
ベ
ル
の
動
き
も
始
ま
る
な
ど
再
エ
ネ
事
業
は
盛
り
上
が
り
を
見
せ
つ
つ
あ
る
。
一
方

で
、
系
統
接
続
の
制
約
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
不
透
明
感
と
い
っ
た
課
題
も
見
ら
れ
る
。
キ
ー

ワ
ー
ド
は
、
多
様
な
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ
な
が
る
「
分
散
化
」
で
あ
る
。

富
士
通
総
研
経
済
研
究
所
主
任
研
究
員
高
橋
　
洋

分散化に向けたエネ政策を

固定価格買取制度の成果 導
入
量
・
４
％
増
加

系
統
接
続
に
大
き
な
制
約

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
多
様
化

分
散
型
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
開
放

本
質
的
な
解
決
策
発
送
電
分
離

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
行
方

　
第
２
の
課
題
は
エ
ネ
ル
ギ

ー
政
策
全
体
の
不
透
明
感
で

あ
る
。

年

月
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
基
本
計
画
の
原
案
が
発

表
さ
れ
た
が
、再
エ
ネ
は
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
が
存
在
す

る
」
「
有
望
な
」
エ
ネ
ル
ギ

ー
源
と
さ
れ
、
民
主
党
政
権

時
代
と
比
べ
て
優
先
順
位
が

大
き
く
下
が
っ
た
。
「
今
後

３
年
程
度
」
「
導
入
を
最
大

限
加
速
」
す
る
も
の
の
、
あ

く
ま
で
「
中
長
期
的
な
自
立

化
を
目
指
」
す
と
い
う
。

　
こ
れ
を
受
け
て
固
定
価
格

買
収
制
度
の
見
直
し
も
示
唆

さ
れ
て
お
り
、
縮
小
や
廃
止

の
可
能
性
も
あ
る
。
確
か
に

過
熱
し
て
い
る
太
陽
光
の
買

取
価
格
の
低
減
や
、
地
域
別

・
規
模
別
の
価
格
設
定
と
い

っ
た
制
度
詳
細
の
改
良
は
必

要
で
あ
る
。
一
方
で
、
施
行

か
ら
２
年
も
た
っ
て
い
な
い

段
階
で
縮
小
す
る
と
す
れ
ば

理
解
に
苦
し
む
。
以
前
か
ら

再
エ
ネ
に
つ
い
て
は
、
政
府

の
本
気
度
に
疑
問
の
声
が
あ

り
、
導
入
目
標
の
設
定
を
要

求
す
る
声
も
あ
っ
た
が
、
今

回
は
見
送
ら
れ
た
。

　
欧
州
で
は
国
が
長
期
的
な

導
入
目
標
を
掲
げ
、
固
定
価

格
買
取
な
ど
の
支
援
枠
組
み

や
制
度
改
革
の
上
に
、
多
様

な
企
業
や
地
域
の
取
り
組
み

に
よ
り
、
持
続
的
な
グ
リ
ー

ン
成
長
が
も
た
ら
さ
れ
て
い

る
。
日
本
は
後
発
だ
か
ら
こ

そ
、
失
敗
も
含
め
た
海
外
の

経
験
を
参
考
に
で
き
、
太
陽

光
パ
ネ
ル
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

と
い
っ
た
恩
恵
を
受
け
ら
れ

る
立
場
に
い
る
。
基
本
計
画

の
修
正
が
検
討
さ
れ
て
い
る

が
、
安
倍
内
閣
の
積
極
的
な

取
り
組
み
に
よ
る
、
分
散
型

の
グ
リ
ー
ン
成
長
の
実
現
を

期
待
し
た
い
。

送電網増設やスマート化

グリーン成長実現各国の経験参考に

自
治
体
・
鉄
道
も
参
入

改革の加速政府に期待

　
２
０
１
２
年
７
月
に
固
定

価
格
買
取
制
度
が
施
行
さ
れ

る
前
の
再
エ
ネ
の
導
入
量
は

２
０
６
０
万

だ
っ
た

が
、

カ
月
間
で
２
６
４
５

万

に
増
加
し
た

図

１

。
増
加
分
の
う
ち

・

８
％
が
太
陽
光
で
あ
り
、
特

に
非
住
宅
用
が
５
倍
に
な
る

な
ど
伸
び
が
目
覚
ま
し
か
っ

た
。
こ
れ
は
太
陽
光
発
電
の

リ
ー
ド
タ
イ
ム
が
短
い
た
め

で
あ
り
、
風
力
や
地
熱
、
バ

イ
オ
マ
ス
な
ど
の
計
画
も
各

地
で
進
ん
で
い
る
。

　
既
に
運
転
開
始
し
た
も
の

に
対
し
て
、
制
度
上
の
設
備

認
定
が
な
さ
れ
た
も
の
は
２

６
２
１
万

に
達
し
た
。

こ
れ
ら
が
全
て
運
転
開
始
す

れ
ば
、
設
備
容
量
は
計
算
上

倍
以
上
に
な
る
。
こ
の
中
に

は
買
取
価
格
引
き
下
げ
前
に

駆
け
込
み
で
申
請
し
た
も
の

の
運
転
開
始
の
め
ど
が
立
っ

て
い
な
い
も
の
も
あ
る
よ
う

で
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
が

実
態
調
査
中
で
あ
り
、
一
部

は
認
定
取
り
消
し
に
な
る
だ

ろ
う
。

　
系
統
接
続
問
題
の
本
質
的

な
解
決
策
が
発
送
電
分
離
で

あ
る
。
発
送
電
一
貫
の
電
力

会
社
か
ら
送
電
部
門
を
分
離

す
れ
ば
、
競
争
阻
害
的
な
接

続
拒
否
は
な
く
な
り
、
再
エ

ネ
を
統
合
し
た
系
統
運
用
に

前
向
き
に
な
る
。
電
源
の
所

有
関
係
に
と
ら
わ
れ
ず
、
揚

水
や
ガ
ス
火
力
を
調
整
電
源

と
し
て
活
用
し
、
広
域
運
用

も
当
た
り
前
に
な
る
。
送
電

事
業
は
今
後
も
法
定
独
占
だ

か
ら
、
必
要
な
送
電
網
の
建

設
も
進
む
は
ず
だ
。

　
こ
の
よ
う
な
認
識
に
立
ち

政
府
は
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革

を
進
め
て
お
り
、

年

月

に
電
気
事
業
法
を
改
正
し

た
。

年
中
に
広
域
的
運
営

推
進
機
関
が
設
置
さ
れ
る
予

定
で
あ
り
、

年
に
は
持
ち

株
会
社
化
に
よ
る
送
電
網
の

法
的
分
離
も
見
込
ま
れ
て
い

る
。

　
分
散
型
電
源
が
主
力
と
な

る
時
代
に
は
分
散
型
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
生
か
し
た
仕
組
み

が
必
要
に
な
る
。
欧
州
で
は

国
境
を
越
え
た
広
域
運
用
、

消
費
者
の
力
を
生
か
し
た
ス

マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

次
世
代
社
会
イ
ン
フ
ラ

の
実
現
な
ど
、
再
エ
ネ
の
電

力
シ
ス
テ
ム
へ
の
統
合
が
新

た
な
ビ
ジ
ネ
ス
機
会
に
な
っ

て
い
る
。
日
本
は

年
以
上

遅
れ
て
お
り
、
政
府
に
は
改

革
の
加
速
を
期
待
し
た
い
。

　
こ
の
よ
う
に
再
エ
ネ
の
導

入
は
順
調
に
進
み
始
め
た
と

い
え
る
が
、
政
策
上
の
課
題

も
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。

第
１
の
課
題
は
系
統
接
続
の

制
約
で
あ
る
。
以
前
か
ら
変

動
電
源
で
あ
る
風
力
に
は
、

安
定
供
給
上
の
観
点
か
ら

「
系
統
連
系
可
能
量
」
と
い

う
上
限
が
課
さ
れ
て
き
た
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
別

措
置
法
に
は
、
系
統
接
続
を

拒
否
で
き
な
い
優
先
接
続
が

規
定
さ
れ
た
が
、
上
限
ル
ー

ル
は
維
持
さ
れ
て
お
り
、
大

き
な
制
約
に
な
っ
て
い
る
。

太
陽
光
に
つ
い
て
も
メ
ガ
ソ

ー
ラ
ー
が
集
中
し
て
い
る
北

海
道
に
お
い
て
、
同
様
の
上

限
が
新
た
に
設
定
さ
れ
、
発

電
事
業
者
は
計
画
変
更
を
迫

ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

　
確
か
に
安
定
供
給
は
重
要

で
あ
る
が
、
再
エ
ネ
の
導
入

率
が
日
本
の

倍
前
後
に
及

ぶ
欧
州
諸
国
で
は
図
２
、

こ
の
よ
う
な
一
律
の
上
限
は

な
く
、
送
電
会
社
は
原
則
と

し
て
系
統
接
続
を
拒
否
で
き

な
い
。
例
え
ば
ス
ペ
イ
ン
で

は
国
際
送
電
網
が
限
定
的
で

あ
る
が
、
全
国
を
網
羅
す
る

送
電
会
社
が
気
象
予
測
も
駆

使
し
て
出
力
変
動
の
吸
収
を

図
っ
て
お
り
、
停
電
が
増
え

た
わ
け
で
は
な
い
。

　
北
海
道
で
す
ら
ス
ペ
イ
ン

の
導
入
率
に
及
ば
な
い
状
況

で
あ
り
、
現
在
の
日
本
が
安

定
供
給
上
の
限
界
に
達
し
て

い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

東
日
本
で
一
体
化
し
た
送
電

網
の
広
域
運
用
、
揚
水
発
電

の
活
用
な
ど
す
ぐ
に
可
能
な

運
用
上
の
対
策
が
あ
る
。
同

時
に
将
来
を
見
据
え
て
、
送

電
網
の
増
設
や
ス
マ
ー
ト
化

デ
マ
ン
ド
レ
ス
ポ
ン
ス
の

活
用

も
、
計
画
的
に
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
再
エ
ネ
の
大

量
導
入
を
支
え
て
い
る
の
は

旺
盛
な
新
規
参
入
で
あ
る
。

通
信
キ
ャ
リ
ア
、
太
陽
光
パ

ネ
ル
メ
ー
カ
ー
、
ネ
ッ
ト
通

販
業
者
な
ど
、
こ
れ
ま
で
発

電
事
業
と
は
関
係
が
薄
か
っ

た
多
様
な
分
野
か
ら
参
入
が

相
次
い
で
い
る
。
ま
た
広
大

な
屋
根
を
持
つ
郵
便
局
や
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
遊

休
地
を
持
つ
鉄
道
事
業
者
や

自
治
体
の
参
入
も
興
味
深

い
。
林
業
や
製
紙
業
が
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
を
強
化
す
る
例

も
あ
る
。

　
新
た
な
関
連
サ
ー
ビ
ス
も

生
ま
れ
て
い
る
。
太
陽
光
発

電
の
見
守
り
、
太
陽
光
パ
ネ

ル
付
き
マ
ン
シ
ョ
ン
の
開

発
、
金
融
機
関
に
よ
る
投
資

フ
ァ
ン
ド
の
組
成
の
例
が
あ

る
。
浮
体
式
風
力
発
電
の
よ

う
に
日
本
な
ら
で
は
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
る
可

能
性
も
あ
る
。
福
島
沖
の
実

証
実
験
で
は
重
電
メ
ー
カ
ー

に
加
え
、
建
設
会
社
や
造
船

会
社
、
送
電
ケ
ー
ブ
ル
メ
ー

カ
ー
も
参
画
し
、
新
た
な
バ

リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
を

急
い
で
い
る
。

　
中
央
か
ら
地
方
へ
の
分
散

化
も
見
ら
れ
る
。
自
治
体
の

協
力
を
得
て
公
共
施
設
の
屋

根
に
太
陽
光
発
電
を
設
置
す

る
、
市
民
フ
ァ
ン
ド
を
基
に

風
車
を
建
設
す
る
と
い
っ

た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
パ
ワ

ー

ご
当
地
電
力

が
増
加

し
て
い
る
。
東
日
本
大
震
災

後
の
市
民
意
識
の
高
ま
り
を

受
け
、
神
奈
川
県
小
田
原

市
、
静
岡
市
、
東
京
都
調
布

市
な
ど
、
地
域
の
企
業
や
市

民
が
運
営
す
る
、
地
域
へ
の

利
益
還
元
に
配
慮
し
た
事
業

が
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

　　 ２０１４年 平成２６年 ２月２８日 金曜日 （第２部） 　　 （ ）


